
97 96

北欧ブランドが提唱するネットワーク再生
ハイエンドならではの豊かな質感を実現
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Text by

山之内 正
Tadashi Yamanouchi

Photo by 田代法生

P r o f i l e ノルウェー発のハイエンドオーディオ・ブランド、エレクトロコンパニエよりネットワーク
ミュージックプレーヤーが上陸した。マークⅡという位置付けの本機。従来モデルよりも音質面や
機能面がさらに強化されたという。TidalやSpotify、Qobuzのダイレクト再生に加え、AirPlay、
DLNA、Bluetooth経由での送り込み再生も可能。さらに、ネットワーク上の音楽コレクションの
再生や本機自体にハードドライブを組み込むことも可能。独自のアプリ「EC PLAY」で操作性も
高く、ハイエンドネットワークプレーヤーの強力な選択肢のひとつとなることは間違いない。

●チャンネル数：2ch●出力インピーダンス：300Ω●ノイズフロア：＜－
145dB●周波数レスポンス：0.5～48kHz●全高調波歪み＋ノイズ：＜
0.0005％●アップサンプリングレート：192kHz／24bit●2×S／PDIF
同軸入力：192kHz／24bit●2×S／PDIFTOS入力：192kHz／24bit
●ネットワーク接続：WiFiまたはLAN●内部ドライブ：ドッキング、セルフイ
ンストール（3.5型／2.5型-容量無制限）●消費電力：負荷あるいは信号
無し＝50W、スタンバイ＝0.5W●サイズ：470W×381D×80H㎜●質
量：8.3㎏（内部ドライブを除く）●取り扱い：シーエスフィールド（株）

洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に

豊
富
な
機
能
、
高
い
拡
張
性

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
エ
レ
ク
ト
ロ
コ
ン
パ

ニ
エ
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
ト
リ
ー
マ

ー
「
Ｅ
Ｃ
Ｍ
︲
１
Ｍ
ｋ
Ⅱ
」
が
登
場
し

た
。
同
社
の
ア
ン
プ
や
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ

ー
と
共
通
の
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を

身
に
ま
と
い
、
操
作
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
も
シ
ン
プ
ル
の
極
み
。
と
は
い
え
デ

ジ
タ
ル
入
力
を
そ
な
え
た
Ｄ
Ａ
Ｃ
と
し

て
も
機
能
し
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
回
路
も
内

蔵
す
る
な
ど
、
見
か
け
に
よ
ら
ず
機
能

は
豊
富
だ
。
ま
た
、
本
体
内
に
ス
ト
レ

ー
ジ
を
内
蔵
で
き
る
な
ど
、
拡
張
性
も

高
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
ー
デ
ィ
オ
の

愛
好
家
が
多
い
北
欧
の
ブ
ラ
ン
ド
が
ど

ん
な
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
の
か
、
非

常
に
興
味
深
い
。

　

本
国
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
は
リ
ビ
ン

グ
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
２
シ
リ
ー
ズ
が
揃

う
が
、
本
機
は
後
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
ト
リ
ー
マ
ー
と
し
て
開
発
さ
れ
た
製

品
で
、
メ
ー
カ
ー
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ス
ト
リ
ー
マ
ー
」
に
分
類
す
る
。
そ
の

名
の
通
り
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ま
た
イ
ー
サ
ネ
ッ

ト
経
由
で
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
再
生
と

Ｎ
Ａ
Ｓ
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
生
を

中
心
に
据
え
て
い
る
の
だ
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
は

最
大
１
９
２
ｋ
㎐
／
24
ｂ
ｉ
ｔ
、
Ｄ
Ｓ

Ｄ
は
５
・
６
Ｍ
㎐
と
対
応
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
は
控
え
め
だ
が
、
Ｔ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｌ
や
Ｑ

ｏ
ｂ
ｕ
ｚ
を
メ
イ
ン
に
使
う
な
ら
不
満

は
な
い
。
Ｍ
Ｑ
Ａ
の
デ
コ
ー
ド
に
は
非

対
応
だ
が
、
Ｒ
ｏ
ｏ
ｎ
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
に

準
拠
す
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
入
力
は
同
軸
と
光
各
２
系

統
を
そ
な
え
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
１
９
２
ｋ
㎐
／

24
ｂ
ｉ
ｔ
ま
で
対
応
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
︲
Ｂ
入

力
は
な
い
の
で
パ
ソ
コ
ン
や
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
サ
ー
バ
ー
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
接
続
に
は
使

え
な
い
が
、
背
面
パ
ネ
ル
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
︲

Ａ
入
力
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
ま
た
は
外

付
け
ド
ラ
イ
ブ
を
認
識
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｄ
フ

ァ
イ
ル
も
含
め
て
ハ
イ
レ
ゾ
音
源
を
再

生
で
き
る
。

　

ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
再
生
用
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
と
操
作
ア
プ
リ
い
ず
れ
も
自
社

開
発
と
の
こ
と
で
、
設
定
と
基
本
操
作

は
ア
プ
リ「
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
」で
行
う
。

機
能
は
豊
富
で
操
作
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も

良
好
だ
が
、
内
蔵
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
オ
フ

に
す
る
機
能
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の

で
、
最
大
値
に
設
定
し
た
上
で
プ
リ
ア

ン
プ
と
の
バ
ラ
ン
ス
接
続
で
試
聴
を
進

め
た
。
ア
ナ
ロ
グ
入
力
は
な
い
の
で
プ

リ
ア
ン
プ
と
し
て
の
機
能
は
限
定
的
だ

が
、
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
と
の
組
み
合
わ
せ
で
は
ア
プ

リ
、
本
体
、
リ
モ
コ
ン
で
音
量
調
整
が

で
き
る
。

　

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
右
側
に
配
置
さ
れ

た
カ
ー
ソ
ル
キ
ー
は
音
量
の
上
下
と
入

力
切
替
に
使
用
す
る
。
選
択
し
た
入
力

が
左
側
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
さ
れ
、

Ｌ
Ａ
Ｎ
／
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
入
力
時
は
「
Ｔ
ｉ

ｄ
ａ
ｌ
」
な
ど
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
の
名
称
を
表
示
。
曲
名
な
ど
詳
細

は
ア
プ
リ
の
画
面
で
確
認
す
る
の
が
基

本
だ
。

　

ス
ト
レ
ー
ジ
の
追
加
は
ユ
ー
ザ
ー
が

行
う
こ
と
を
前
提
に
し
た
設
計
で
、
作

業
は
難
し
く
な
さ
そ
う
。
底
板
に
ネ
ジ

止
め
さ
れ
た
パ
ネ
ル
を
外
し
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ

ま
た
は
Ｓ
Ｓ
Ｄ
を
取
り
付
け
る
だ
け
で

認
識
し
、
自
動
的
に
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
さ

れ
る
。
２
・
５
イ
ン
チ
と
３
・
５
イ
ン

チ
ど
ち
ら
も
対
応
し
、
容
量
に
制
限
は

な
い
と
の
こ
と
。
音
源
を
追
加
し
た
場

合
は
ア
プ
リ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
更
新
が

必
要
だ
。

繊
細
を
極
め
た
美
し
い
余
韻

澄
み
切
っ
た
中
低
域
が
魅
力

　

ま
ず
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再

生
と
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
か
ら
の
デ
ー
タ
再

生
で
基
本
性
能
を
確
認
し
た
。
ツ
ィ
ン

マ
ー
マ
ン
が
弾
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

ど
の
音
域
に
も
付
帯
音
が
乗
ら
ず
、
中

低
音
が
澄
み
切
っ
た
ピ
ア
ノ
と
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
に
混
濁
が
な
い
。
帯
域
バ
ラ
ン

ス
は
低
重
心
だ
が
過
剰
な
重
さ
は
な
く
、

ピ
ア
ノ
の
切
れ
の
良
さ
に
好
印
象
を
受

け
た
。
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
は
息
遣
い
と
弱

音
の
濃
密
な
表
情
を
も
ら
さ
ず
引
き
出

し
、
余
韻
に
溶
け
込
み
消
え
入
る
よ
う

な
ピ
ア
ニ
シ
モ
が
繊
細
を
き
わ
め
る
。

セ
リ
ア
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
は
個
性
的
な
音

色
を
忠
実
に
再
現
し
、
ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ

ン
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
次
々
に
現
れ
る
楽
器
の
鳴
ら
し
分

け
も
き
め
が
細
か
い
。
ベ
ー
ス
は
立
ち

上
が
り
が
俊
敏
で
付
点
音
符
の
切
れ
も

良
好
。
ヴ
ォ
ー
カ
ル
と
リ
ズ
ム
の
関
係

を
立
体
的
に
描
き
出
す
こ
と
に
も
感
心

さ
せ
ら
れ
た
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｌ
と
Ｑ
ｏ
ｂ
ｕ
ｚ
は
Ｅ
Ｃ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
で
選
曲
し
、
Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
ｉ
ｆ

ｙ
は
専
用
ア
プ
リ
が
開
い
て
選
曲
す
る

が
受
信
は
本
体
で
行
う
仕
組
み
だ
。
Ｔ

Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｌ
で
再
生
し
た
ラ
ト
ル
指
揮
ロ

ン
ド
ン
交
響
楽
団
の
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス

キ
ー
《
春
の
祭
典
》
は
、
Ｃ
Ｄ
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
枠
を
超
え
る
ほ
ど
の
広
大
な

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
と
複
雑
な
リ
ズ

ム
の
動
き
が
す
べ
て
浮
か
び
上
が
る
解

像
度
の
高
さ
が
あ
り
、
ハ
イ
エ
ン
ド
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ら
で
は

の
豊
か
な
質
感
を
聴
き
取
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
が
使
え
て
Ａ

ｉ
ｒ
Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
も
標
準
対
応
す
る
な

ど
、
日
常
的
に
Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
ｉ
ｆｙ
を
楽

し
む
用
途
で
も
手
軽
に
使
え
る
が
、
再

生
音
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
考
え
る
と
、

そ
れ
だ
け
で
は
本
領
を
発
揮
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
グ
レ
ー
ド
の
高
い
再

生
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
み
、
高
音
質
ス

ト
リ
ー
ミ
ン
グ
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
再
生
を
中
心
に
ハ
イ
レ
ゾ
再
生
に

活
用
す
る
こ
と
で
本
機
の
真
価
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ELECTROCOMPANIET

ECM 1 MKⅡ
ネットワークプレーヤー

S p e c i f i c a t i o n s

本機のリア部。入力は同軸とTOSが各２系統、ストリーミング・セクションとしてLANと同軸、USB-A入力を装備する。外部ド
ライブは底板にネジ止めされたパネルを外して組み込めるようになっている
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